“Ｊａｐａｎ　ａｓ　Ｎｕｍｂｅｒ　Ｏｎｅ”を誕生させた日本的経営者とは何だったのか　―成果主義導入によって判明してきた組織論的本質－ by 長坂 敏史
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　2002 年 12 月の産業能率大学総合研究所 HRM センターの「日本企業の人
材戦略と成果主義の行方」調査（495 社に対するアンケート調査）結果速報
版では，1999 年度〜 2001 年度にわたる 3ヵ年にわたる「年間売上高伸び率」
と成果主義導入の関係を分析している。分析によれば，1994 年度までに成
果主義を導入した企業群では，その 3ヵ年間の売上高伸び率がプラスの企業

















































で 36.3% である（業績評価制度がある企業を 100% とした複数回答）。うち




































































が「課題と問題点」における全体の 50.5% を占め，うち従業員数 1000 人以
上の企業規模においては 59.9% と，最も大きな問題として認識されている。
さらに，上記調査では，「評価結果に対する本人の納得が得られない」が全

















管理職では全体で 48.2%，管理職以外では同 50.5% であり，うち 1000 人以
上規模の企業では，管理職 82.2%，管理職以外では 78.8% となっている。
　さらに，個人の成果ばかりでなく，部門や会社の業績も賃金供与に反映さ
れている場合がある。管理職では，部門業績が全体では 28.1%，会社業績が
55.7% であり，管理職以外では，部門業績が同 24,0%，会社業績が同 53.6%
である。うち，1000 人以上の企業規模では，管理職では部門業績が 52.7%，









































































































































する社員は 308 人，「年功主義」所属企業は 57 人であった。さらに，成果主























と 29.6% へと下がる。「年功主義」では二つの質問とも 22.8% であり，「短期
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期の個人の業績・成果」が管理職では 41.9%，管理職以外では 57.6% であり，
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